
　（別紙４（２）） 事業所名　　グループホーム　愛生

目標達成計画 作成日：　令和　３年　５月　６日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1

人吉地域は新型コロナ感染症のみならず、地
域全体が甚大な被害という状況に、地域や家族
の方々の参加は困難であると推察される。今後
も、ホームの現状や入居者の様子を発信してい
ただきたい。また、コロナ収束後にはこれまで通
りの運営推進会議を開催し、参加委員との積極
的な意見交換によりサービス向上に生かしてい
ただきたい。

やむを得ず書面開催、あるいは最小人員で
の開催であっても、できる限り多くの意見を
利用者支援に反映する。

書面開催の意見書の改善を行う。
集約した意見をまとめ、次回会議の際に配布す
る。
オンライン開催について、提案・検討する。

ヶ月

2

毎月の便り《担当職員による）に写真を添付した
情報の発信は、訪問もままならない家族への不
安軽減として生かされている。コロナが収束に
向かえば、食事会を催す等検討いただき、忌憚
の無い意見や要望を引き出し、サービスに反映
いただきたい。

家族会の実施（新型コロナが完全に終息後） ご家族と一緒に食事、レク、意見交換の場を設
ける（念1回実施）

ヶ月

3

管理者から、医療的な部分も振り返り、研修を
行いたいとの意向も聞かれた。高齢化･重度化
する入居者を支えるホームであり、介護に加
え、医療的な部分も研修されることを望みたい。

年間研修計画の中で、医療系の研修を実施
する

コロナ終息後には救急蘇生法の訓練を実施
認知症や高齢者に多くみられる疾患について
の研修を実施する ヶ月

4

今回の水害では、ホーム自体は事なきを得た
が、上層部にある事からエレベーターが止まっ
た場合の避難が課題であるとしており、法人や
消防署等との連携に期待したい。また、地域か
らは、避難所である小学校までの距離を心配し
て相談が寄せられており、法人施設への避難を
提案しており、更なる役目を大いに期待したい。

地域と合同の扶南訓練を実施する 中央幼稚園・地区の商店との合同避難訓練

ヶ月

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。



5

業者による調理食を提供しており、ペーストやカ
ロリー食も調理済みである。入居者が直接調理
にかかわることはなく、テーブル上で簡単な仕
事（食前の挨拶係やタオルたたみ、お盆拭き
等）を手伝われている。日々、館内放送により
夜勤者が紹介されており、食前の挨拶や献立
等もこの放送を通じて紹介したいとの意向も聞
かれ、入居者への見当識や役割に繋がることと
大いに期待したい。

利用者さんの役割をつくる 館内放送を使って、昼食・夕食のメニュー紹介
を、利用者さんにしてもらう。

ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。


